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 経済と人生
１）人間存在の基本的在り方と経済
既に述べたように，人間存在の基本的な存在の仕
方は，人間存在がその存在の場を確保している世界
を構成する諸々の有意味的なものへと己れの存在を
関わらせることによって，有意味的なものの持つ有
意味性を媒介にして，己れの存在を構築することで
す。椅子に座って，机の上に新聞紙を広げて，新聞
を読むというごく日常的な存在構築は，その主体と
しての人間存在が椅子，机，それに新聞紙という有
意味的なものの持つ有意味性を媒介として，構築し
た在り方です。
このようにして様々な人間存在は多様な有意味的
なものに関与することによって，自己の存在を構築
しているのです。そのような人間存在の基本的な在
り方の中で，人間存在の経済的行為はどのような意
義を持っているでしょうか。
如何なる人間存在でも経済的行為を行います。如
何なる経済的行為も為さない人間はいないし，もし
そのような人間が居たら長く生き続けることは出来
ないでしょう。何故ならば，経済的行為とは，それ
がどのような種類の行為であっても，自己を再生産
させるための行為だからです。生き物は外的世界か
ら何らかのかたちで養分を摂取しなければなりませ
ん。養分を摂取しなければ，自己を再生産させるこ
とが出来ないが故に，自己の存在を未来へ向かって
延長させることは出来ないでしょう。
私達は市場で食料を購入することによって，明日
生きるための養分を獲得します。現代は古代世界の
ように，命がけで狩猟したりせずに，養分を市場で
簡単に獲得することが出来ます。そのことによって
私達は未来への自己の存在を延長させることが出来
るのです。あるいは自己の日常性の再生産も経済的
行為によって出来ます。古くなった車を新しい車に
買い換えることによって，私達は車での生活という
私達の日常性を再生産することが出来るのです。あ
るいは壊れたテレビを修理したり，新しいテレビに
買い換えることによって，テレビの在る日常性を再
生産させることが出来ます。
あるいは私達が属する共同体が，古くなった公共
の建造物を建て直すとか，新しく橋を架ける等々の
場合，そうした行為も当然のことながら，経済的行
為です。そのためのお金は個人の懐から出るのでは
ないけれど，間接的には税金というかたちで徴収さ
れたお金である限りは，個々人の懐に由来するお金
であると言えます。そうした共同体が為す経済的行
為も，個人の経済的行為と同様に世界の再生産であ
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ると言えます。それは個人的な経済的行為と比べる
と，規模が大きいが故に個人的世界の再生産ではな
くて，共同的世界の再生産であると言えるでしょ
う。
このようにして私達の経済的行為は，その規模の
大小は様々ですが，世界の再生産を目的とした行為
であると言えるでしょう。すなわち人間存在の基本
的な在り方としての，様々な有意味的なものへと関
わることによる，自己の存在構築の一つとしての経
済的行為は，そうした行為が，あるいはそのような
存在の仕方が他の存在の仕方と同様に，様々な有意
味的なものへの関与であるという点では同一です
が，自分自身であろうと，個人的世界であろうと，
共同体的世界であろうと，自己や世界を再生産させ
るための行為であると言えるでしょう。
２）経済的主体としての条件
私達は市場において様々な商品を購入する限りに
おいて，経済的主体であると言えます。それでは経
済的主体としての条件とは何でしょう。
経済的主体とは，文字通り何らかの経済的行為を
為しえる主体です。経済的行為を為すためには，貨
幣を所有している必要が在ります。経済的主体とし
ての人間存在は，所持している貨幣を投資すること
によってか，消費することによってか，とにかく貨
幣，つまり私達が属している世界で通用する通貨を
使用します。経済的行為とは，言い換えれば貨幣を
何らかのかたちで使用することを意味します。その
ためには使用出来る貨幣を所有している必要が在る
のであり，そのことが経済的主体であることの条件
であると言えるでしょう。
経済的行為とは，現代では貨幣を何らかのかたち
で使用すること，それが商品を購入するためであろ
うと，投資するためであろうと，何らかのかたちで
貨幣を使用することであると言えます。貨幣がまだ
存在しなかった時代では物々交換をすることも経済
的行為に入るけど，現代のように貨幣が流通してい
る時代における経済的行為についての定義はそれで
良いと思います。
そしてそうした経済的行為の目的は，先ほど述べ
たように，私達が存在している世界の再生産である
と言えます。そして私達が貨幣によって購入可能な
ものとは何でしょうか。それはまだ世界を構成する
有意味的なものではありません。貨幣によって購入
可能な商品と呼ばれるものは，誰かによって購入さ
れることによって，初めて世界を構成する有意味的
なものに成りうるものですが，それらが商品として
小売店の店先に並べられている間は，それらはまだ
世界を構成する有意味的なものではないのです。そ
れらはいわば有意味的なものへと変身可能な，有意
味的なもの予備軍でしかないのです。商品はいまだ
有意味的なものではなく，誰かの存在形成の契機と
はなってはいないのですが，それは貨幣との交換を
通して，利潤を生み出すことが出来ます。商品を商
品として，誰かによって購入され得る存在として流
通経済のただ中に置くのは，それを販売する者がそ
れを販売することによって何らかの利潤を獲得する
ためです。そしてそれらは誰かによって貨幣と交換
されることによって，経済的流通のプロセスから退
いて初めて世界を構成する有意味的なものになりう
るのです。そうなるとそれは最早商品ではなくなっ
て，利潤を生み出すことなく，誰かの存在契機とし
て，世界の中に配置されるだけです。
従って商品とは貨幣と交換し得る可能性を有する
有意味的なもの予備軍であり，未だ有意味的なもの
になってはいないのです。それらは誰かによって貨
幣と交換されることによって，世界の何処かに配置
されて初めて世界を構成する有意味的なものに，つ
まり私達の何らかの存在構築を為す契機としての有
意味的なものになるのです。
完成された橋を構成するボルトとかナット，ある
いはコンクリートの材料であるセメントの粉は，有
意味的なものの形態すら備わっていません。それら
は混ぜ合わされることによって，何らかの形になる
ことによって初めて橋という有意味的なものへと変
身するのです。
そのようにして人間存在は貨幣を所持することに
よって，経済的主体となり，その主体に対して市場
は開示されるのです。つまり貨幣を所持する者にと
って市場は接近可能になるのであり，市場は貨幣所
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持者にとって市場として機能し，諸々の商品を提示
し得るのです。
３）共同存在としての経済システム
そのようにして市場において様々な商品が並べら
れて，貨幣を所持している人間存在に対して開かれ
ているのですが，そのような経済システムは人間存
在の共同的存在によって初めて可能になるのです。
つまり様々な経済現象は，共同主観性の問題であ
り，多数の人間存在によって共有され，また多数の
人間存在がその影響下に在る，そうした現象なので
す。
私達にとって充分深刻な問題として，不況やイン
フレ，外国為替における円高等々の経済的問題が私
達の生活に大きな影響を及ぼします。そうした諸々
の経済的現象が生ずるのは，基本的には大勢の人間
存在が経済的現象を引き起こす問題へと関わってい
るからです。多数の人達が関わることによって，経
済的動向は一人の人間によって左右することの出来
ない現象となっています。一人の経済的主体である
人間存在の経済的行為によってのみでは，経済の全
体的現象を変化させることは出来ないのであり，そ
うした経済的問題に関与する人達全体の様々な経済
的行為によって，初めて経済の全体的な動向が左右
されるのです。
人間存在の経済行為は相互に連関していて，そう
した多数の人間存在の相互連関の中で様々な経済現
象は生じます。インフレを例にとると，そうした経
済現象は貨幣を使用することによって経済的行為を
為す人達の相互連関の中で生ずる経済的現象の一つ
です。商品は様々な企業によって毎日大量に生み出
され，それらは市場へと出され，誰かによって貨幣
と交換されることを待機します。一方消費者達は貨
幣を所有して，市場へと趣き，そこでそれらの商品
を眼にします。そうした消費者と商品とは，市場に
おいて相対峙することによって，取引が為される訳
ですが，そうした取引の持続の中で貨幣の価値が下
がり，商品の価値が上がることによって，インフレ
という現象が生じます。そうした経済現象は経済的
メカニズムの中での，組織の相互連関，それに基づ
く人間の相互連関によって徐々に生じて来る現象で
す。
経済は現代においては，無数の人々の相互連関の
中で行われます。一人一人の人間は，そうした中で
非常に小さな存在であり，そうした複雑な組織の連
関と，人間相互の連関の中において，ある意味では
必然的な行為として為されます。人間存在の経済的
行為は，自由な行為ではなくて，様々な経済的要因
が絡まった世界において，そうせざるを得ない必然
的行為として為されます。
例えば主婦が近くのスーパーへ買い物に出かける
のは，気が向いたからでもなく，気晴らしに出かけ
るのでもなく，家族のために夕飯を作るという必要
性に迫られた行為としてです。
あるいは小学校の生徒が文房具屋さんで鉛筆を買
うという経済的行為の場合も同じであり，その生徒
はやはり自由意思によって鉛筆を購入するのではな
くて，学校でそれを使用しなければならないから購
入するのです。つまり学校社会という特定の世界に
おいて，鉛筆を所持することは必然的なことであ
り，それを所有しなければ授業に参加出来ないから
です。
またある家庭が車を購入する場合も同様であり，
現代社会はいわば車社会であり，車という有意味的
なものへの関与なしでは，正常な社会生活を送れな
いからです。つまり私達が生きている世界全体がそ
の世界の住人に車を所有することを要求しているの
であり，そのように世界は配置されているのです。
一昔前は，バスに乗ってその地方の中心街のデパー
トで買い物を為すことで生活が要求することはだい
たい済んだのですが，現代では郊外型の大型小売店
が町の外れに出来，そこには広い駐車場が完備され
ています。そうした所へ行くためには車を所有する
ことが必要になるのです。つまり現代では平均的な
生活をするためには車という有意味的なものを所有
するということが要求されるのです。それ故に，一
つの家庭が少なくとも一台の車を所有することは，
自分達が住んでいる町の要求のようなものなので
す。
このようにして消費をするという経済的行為は自
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由な行為ではなくて，ある必然性を伴う行為なので
す。すなわち私達は経済システムの中に組み込まれ
た者として，そのシステムの持つ必然性に従属した
かたちで経済的行為を行っているのです。主婦が夕
食のおかずを買うために近くのスーパーに行くの
は，主婦の自由意思に基づいた経済的行為なのでは
なくて，そこに行かないと夕食のための材料が手に
入らないからであり，言い換えれば現代社会という
時代での夕食の材料を購入するという経済的行為
は，スーパーという市場において為されるべき行為
なのです。
また一昔前と違って現代という時代においては，
車という交通手段がなければ他の人々に比べると，
非常に不便な生活の仕方を強いられるのです。五十
年程前だと，車を所有している家庭自体が少なかっ
たが故に，車を所有しないことにそれほど不便を感
じなかったのですが，現代では多くの家庭が車を所
有しているが故に，そうした家庭と比べて，車を持
たない自分の家は随分不便であると感じるのです。
便利か不便かは，当人がそう感ずるか否かよりもむ
しろ，他と比べることによって，自分の家庭は便利
か不便かという問題なのです。
４）貨幣について
既に述べたように，私達が経済的主体となるため
には，私達は貨幣という物を所有しなければなりま
せん。貨幣を所有しない者は経済的主体ではないの
です。つまり貨幣を所有しない者は，如何なる経済
的行為も為すことが出来ないのです。
それでは何故貨幣がそのような万有能力を所有し
ているのでしょうか。貨幣がまだ存在していなかっ
た時代においては，人々は何らかの品物が欲しい時
には，自分が所有している別の品物と交換していま
した。所謂物々交換です。しかしこの物々交換とい
う経済制度は，貨幣を所有している時代に生きてい
る私達からすれば非常に不便な制度に映るでしょ
う。何故ならば，例えば Aという商品を購入する
ために Bという商品を交換商品とする人は，Bと
いう商品を購入するために Aという商品を交換手
段としようとする人を探さなければなりません。そ
のような人を探し出すこと自体，少し考えても非常
な困難を伴うことであることは自明のことです。
ところが貨幣という交換手段が出現することによ
って，そうした物々交換の困難は解消されます。貨
幣はどのような商品とも交換可能な交換手段であ
り，私達が欲する商品を購入することが出来ます。
マルクスは貨幣が生ずるプロセスを詳細に記述し
ています。そこで私達は『資本論』の冒頭で述べら
れている貨幣生誕についての記述を追って行こうと
思います。
マルクスは「第１篇 商品と貨幣」の「第１章
商品」の「第３節 価値形態または交換価値」の所
で，ある商品の価値を何らかのかたちで表現するの
は，別の商品との相対においてのみ可能であると述
べています。以下その部分を引用します。
「x量商品２０エレ＝y量商品 B あるいは，x量
の商品 Aは y量の商品 Bに値する。
（亜麻布２０エレ＝上衣１着 または２０エレの亜麻
布は１着の上衣に値する。）
１ 価値表現の両極，すなわち，相対的価値形態
と等価形態
一切の価値形態の秘密は，この単純なる価値形態
の中にかくされている。したがって，その分析が，
まことの難事となるのである。
ここでは，二種の異なった商品 Aと B，われわ
れの例でいえば，亜麻布と上衣とは，明白に二つの
ちがった役割を演じている。亜麻布はその価値を上
衣で表現している。上衣はこの価値表現の材料の役
をつとめている。第一の商品は能動的の役割を演
じ，第二の商品は受動のそれを演じている。第一の
商品の価値は，相対的価値として表されている，言
いかえると，第一の商品は相対的価値形態にあるの
である。第二の商品は等価として機能している，す
なわち等価形態にあるのである。」（マルクス『資本
論 』向坂逸郎訳岩波文庫）「したがって，亜麻
布の価値はただ相対的にのみ，すなわち，他の商品
においてのみ，表現されうるのである。したがって，
亜麻布の相対的価値形態は，何らかの他の商品が，
自分にたいして等価形態にあるということを予定し
ている。他方において，等価の役を引き受けている
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この他の商品は，みずから同時に相対的価値形態に
あるというわけにはゆかぬ。この商品は自分の価値
を表現しているのではない。この商品はただ他の商
品の価値表現に，材料を供給しているだけである。」
（マルクス，同書）
つまりマルクスはここで，ある一つの商品の価値
を表現する場合，別の商品との相対においてしか表
現出来ないと述べています。
そしてこうした二つの商品の間の等価形態を次々
に増やしてゆきます。
「B 総体的または拡大せる価値形態
z量商品 A＝u量商品 C または＝w量商品 D
または＝x量商品 E または＝その他。
（亜麻布２０エレ＝上衣１着 または＝茶１０封度
または＝コーヒ ４ー０封度 または＝小麦１クォー
ター または＝金２オンス または＝鉄 トン
または＝その他）」（マルクス同書）
「一般的等価形態は価値一般の形態である。した
がって，それは，どの商品にも与えられることが出
来る。他方において一商品は，それが他のすべての
商品によって等価として除外されるために，そして
そのかぎりにおいてのみ，一般的な等価形態（第三
形態）にあるのである。そして，この除外が，終局
的にある特殊な商品種に限定される瞬間から，初め
て商品世界の統一的相対的価値形態が，客観的固定
性と一般的に社会的な通用性とを得たのである。
そこでこの特殊なる商品種は，等価形態がその自
然形態と社会的に合生するに至って，貨幣商品とな
り，または貨幣として機能する。商品世界で一般的
等価の役割を演ずることが，この商品の特殊的に社
会的な機能となり，したがって，その社会的独占と
なる。この特別の地位を，第二形態で亜麻布の特別
の等価たる役を演じ，また第三形態でその相対的価
値を共通に亜麻布に表現する諸商品のうちで，一定
の商品が，歴史的に占有したのである。すなわち，
金である。」（マルクス 同書）
マルクスはこのように一つの商品と，もう一つの
商品とを対比することによって，商品の価値を導き
出し，それに基づいて多数の商品に関する等式を導
き出します。そしてさらにその等式から，色々な商
品の経済的価値を測る，全ての商品の価値基準とな
る商品を導き出します。それは次のような等式で
す。
「C 一般的価値形態
上衣一着 ＝
茶１０封度 ＝
コーヘヒ ４ー０封度 ＝
小麦１クォーター ＝
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亜麻布２０エレ
金２オンス ＝
銀１／２トン ＝
A商品X量 ＝
その他の商品量 ＝ 」
（マルクス同書）
すなわち亜麻布２０エレは，この図では，あらゆる
商品と等価値な商品であるということになり，それ
故にどの商品とも交換可能な商品であるということ
になります。しかし亜麻布という商品が何故，他の
全ての商品に対してこのような特権的地位を獲得出
来るのかが疑問です。マルクスはさらに論を展開し
ます。
「三 一般的価値形態から貨幣形態への移行
一般的等価形態は価値一般の形態である。したが
って，それは，どの商品にも与えられることが出来
る。他方において一商品は，それが他のすべての商
品によって等価として除外されるために，そしてそ
のかぎりにおいてのみ，一般的な等価形態（第三形
態）にあるのである。そして，この除外が，終局的
にある特殊な商品種に限定される瞬間から，初めて
商品世界の統一的相対的価値形態が，客観的固定性
と一般的に社会的な通用性とを得たのである。
そこでこの特殊なる商品種は，等価形態がその自
然形態と社会的に合生するに至って，貨幣商品とな
り，または貨幣として機能する。商品世界内で一般
的等価の役割を演ずることが，この商品の特殊的に
社会的な機能となり，したがって，その社会的独占
となる。この特別の地位を，第二形態でその相対的
価値を共通に亜麻布に表現する諸商品のうちで，一
定の商品が，歴史的に占有したのである。すなわち
金である。したがってわれわれが第三形態におい
て，商品金を商品亜麻布のかわりにおくならば，次
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のようになる。
D 貨幣形態
亜麻布２０エレ ＝
上衣１着 ＝
茶１０封度 ＝
コーヒ ４ー０封度 ＝












金２オンス
小麦１クォーター ＝
鉄 １／２トン ＝
A商品X量 ＝ 」
（マルクス同書）
このようにマルクスは亜麻布に代わって，最終
的に金をこの特権的な商品とします。すなわちこの
図で述べられている七つの商品が等価であることの
保証は，この特権的な商品である金によって保証さ
れるのです。つまりそれぞれの商品が相互に等価で
あるのは，金という特権的な商品と等価である限り
においてなのです。
経済学の父と呼ばれるアダム・スミスは貴金属と
しての貨幣が貨幣として最も適当であることを次の
ように述べています。
「しかしながら，どこの国においても人々は，反
対しょうのない理由から，貨幣として用いるため
に，他のあらゆる商品に勝るものとして最終的に金
属類を選ぶことに決めたように思われる。金属類ほ
どもちのよいものは他にないのであって，金属は他
のどんな商品にくらべても保存による損耗が少ない
ばかりか，なんの損失もなしに任意の数の部分に分
割できるし，またこの分割部分は，損耗なしに熔解
によってふたたび容易にひとつにすることも出来
る。この性質こそ，同じように耐久性のある他のど
んな商品にもないものであり，そしてこの性質が，
他のどんな性質にもないものであり，そしてこの性
質が，他のどんな性質にも勝って，金属類を商業と
流通の用具に適するものにしているのである。」（ア
ダム。スミス『国富論 』大河内 一男監訳 中
公文庫）
それぞれの商品の価値は，金という特権的な商
品，すなわち貨幣との相対において決定されるので
す。したがってマルクスが描いた最初の等式におけ
る亜麻布２０エレと上衣一着とが等価であることを保
証するのは，あるいはそのことを根拠付けるのは貨
幣へと変身した金との相関においてなのです。
５）貨幣の機能
貨幣はこのようにして，あらゆる商品の価値を測
定する特権的な役割を持っています。商品と商品と
の交換は，それ故に貨幣を媒介にして為されるよう
になります。Aという商品と Bという商品とが同
じ価値を持つ商品であることは，それぞれの商品の
価値がどれだけの貨幣の量に対応するのかというこ
とによって決定されます。それぞれの商品が同じ量
の貨幣と対応するのであれば，両者は同じ価値を有
する商品であるということになります。先の引用で
マルクスが述べているように，貨幣の誕生によっ
て，市場におけるあらゆる商品の価値を平等に測る
ことが出来るようになったのです。
そしてそのことによって貨幣は個々人の経済的行
為を規定するようになります。私達がスーパー等に
行って何かの商品を購入する時，私達はスーパーと
いう市場において，様々な商品へと向かって企投し
ます。そのことは自らの存在を自らの未来という時
間性へと投げかけることを意味します。私のその場
合の未来は，何らかの商品を購入するという未来で
す。
そうした場合に，貨幣は私によるそうした企投を
先取りします。つまり私は，私が今所有している貨
幣との関係において，経済的行為を為します。私に
よる何らかの商品の購入という経済的行為は，予め
私が所有している貨幣の量によって先取りされ，規
定されているのです。すなわち私は私が今所有して
いる貨幣の量以上の買い物は出来ないのであり，そ
の意味において，私のそこで何かの商品を購入する
という経済的行為は，私が所有している貨幣の量に
よって先取りされているのです。私による経済的行
為は，私が所有している貨幣の量を超えることは出
来ないのであり，それ故に私の経済的行為は，私が
今所有している貨幣の量という枠組みによって規定
されているのです。
貨幣の本質は量だけです。かつての時代と違っ
て，貨幣の質を私達は問うことはありません。どれ
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くらいの量の貨幣を現在私が所有しているかによっ
て，私がどれだけの商品を購入出来るかが決定され
るのです。そうした貨幣の量によって私の経済的行
為は一つの枠に入れられているのであり，その枠組
みを超えた経済的行為（つまりここでは商品の購入
ですが）を為すことは出来ません。
その意味において，私による経済的行為の未来
は，貨幣によって予め枠に入れられているのであっ
て，それ故に，私による経済的行為という未来へ向
かっての私の企投は貨幣によって導かれているので
す。
また商品が商品であるのは，貨幣によって購入さ
れる限りにおいてなのです。
マルクスは次のように述べています。
「一つの商品は，見たばかりでは自明的な平凡な
物であるように見える。これを分析してみると，商
品はきわめて気むずかしい物であって，形而上学的
小理屈と神学的偏屈にみちたものであることがわか
る。商品を使用価値として見るかぎり，私がこれを
いま，商品はその属性によって人間の欲望を充足さ
せるとか，あるいはこの属性は人間労働の生産物と
して得るものであるとかいうような観点のもとに考
察しても，これに少しの神秘的なところもない。人
間がその活動によって自然素材の形態を，彼に有用
な仕方で変えるということは，真昼のように明らか
なことである。例えば材木の形態は，もしこれで一
脚の机を作るならば，変化する。それにもかかわら
ず，机が木であり，普通の感覚的な物であることに
変わりはない。しかしながら，机が商品として現れ
るとなると，感覚的にして超感覚的な物に転化す
る。机はもはやその脚で床の上に立つのみでなく，
他のすべての商品にたいして頭で立つ。そしてその
木頭から，狂想を展開する，それは机が自分で踊り
はじめるよりはるかに不可思議なものである。」（マ
ルクス同書）
自然的素材を商品にするために，それに手を加え
ることは，すなわちそれが人間存在にとって有意味
的なものにするためです。経済学でいう使用価値と
は，すなわちその商品が購入されることによって，
人間存在の存在にとって有意味的であることを意味
します。しかし既に述べたように，それが人間存在
にとって，それの存在契機となる前に，それは商品
とならなければなりません。自然素材が商品となる
ために加工されるということは，すなわち自然素材
であった物が人間存在が自らの在り方を築く場合に
何らかの役に立たなければなりません。それが有意
味的なものということになりますが，既に述べたよ
うに，購入する前に有意味的なものは，商品として
店頭に並べられている場合が普通のかたちです。マ
ルクスは自然素材であったものが，加工されて商品
になることが不可思議であると述べています。商品
とは何かという問いに対して，私達は貨幣によって
購入可能であるものを商品であると答えます。すな
わち店頭に置かれることによって，誰かによって貨
幣と交換する可能性を持つものを商品と言います。
そのためには，それが人間存在にとって何らかの役
に立つ物である必要が在ります。つまり人間存在が
自らの在り方を構築する際にそれの契機となること
が必要です。そしてそれが商品となるためには，貨
幣によって購入される可能性を与えられなければな
りません。
貨幣はそのようにしてあらゆる商品の価値を示
し，商品を価値的に秩序付けます。貨幣の一つの役
割はそのようにして商品を価値的に秩序付けること
です。そのことによって，人間存在の経済的行為を
先取りし，その経済的行為を枠の中に納めるので
す。
それ故に，貨幣は私達にとって時間的には未来に
属します。貨幣が未来に属するとはどのような意味
でしょう。既に述べたように，貨幣は人間存在によ
る経済的行為を先取りして，それを枠組みの中に入
れることによって，規定します。貨幣はこれから人
間存在が為すであろう経済的行為を先取りすること
によって，未来において為される経済的行為を先導
する訳ですが，そのようにして貨幣は私達の経済的
行為を先取りし，先導するという意味において未来
に属すると言えるのです。スーパーで何らかの買い
物をしようとする私にとって貨幣が，買い物をする
という経済的行為において力を発揮するのは，私に
とって未来においてであり，まだ経済的行為を為し
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ていない私の現在においては貨幣はあくまでも私が
為そうとすることにとっての私の可能性を保証する
だけの存在でしかないのです。その場合に，貨幣は
その可能性を秘めたまま私の財布の中に出番を待っ
ているだけです。
貨幣が現実的にその秘めた力を発揮するのは，私
が何かの商品を購入する瞬間においてであり，その
瞬間において貨幣は商品を市場に属する存在から私
に属する存在へと移行させるのです。その際，私が
それまで所有していた貨幣は，私の手から離れて貨
幣が流通する市場へと移行し，未来における出番を
待つのです。
再びマルクスから引用します。
「商品は，まず最初は金メッキもされないで，砂
糖もふりかけられないで，あるがままの姿で交換過
程にはいる。交換過程は，商品の商品と貨幣とへの
二重化を生ぜしめる，すなわち，一つの外的な対立
を生ぜしめる。この対立の中に，商品は，使用価値
と価値の内在的対立を示しているのである。この対
立において，諸商品は使用価値として，交換価値と
しての貨幣に相対する。他方において，対立の両側
は商品である。したがって使用価値と価値の統一で
ある。しかしながら，この差別の統一は，両極のお
のおのにおいて逆に表示されている。そしてこのこ
とによって，同時に，両極の相互関係が示されてい
るのである。商品は現実に使用価値である。その価
値たることは，ただ観念的に価格に現れる。価格は，
商品を，その実在的な価値態容として対立する金
に，関係せしめる。逆に，金材料は価値体化物とし
て，貨幣としてのみ働いている。したがって，貨幣
は現実に交換価値である。その使用価値は，ただ観
念的に相対的な価値表現の序列の中に現れるにすぎ
ない。この表現において貨幣は，相対する諸商品に，
これをその現実的な使用態容の全範囲として関係す
る。商品のこれらの対立的な形態は，その交換過程
に，これをその現実的な使用態容の全範囲として関
係する。商品のこれらの対立的な形態は，その交換
過程の現実的な運動形態である。」（マルクス，同書）
貨幣は諸々の商品に対して交換価値として関わる
のであり，すなわち商品の持つ交換価値という側面
に関与することによって，貨幣と商品との交換が成
立するのです。そうした交換という場において，あ
るいは交換という時において，貨幣は現実的な力を
発揮し，貨幣は商品所有者の手に渡り，商品は貨幣
を有していた者の手に渡ることによって交換は成立
するのです。
そのようにして貨幣が商品に関わるということ
は，商品をその交換価値の側面に関わるということ
を意味するのであり，すなわちあらゆる商品をそれ
の交換価値において相互に関係付けることを為しま
す。様々な商品の，それぞれそれらの有する使用価
値は異なるのであり，それらは使用価値という側面
から見れば，相互に全く関係ないことになります。
パンとテレビとは，それらの使用価値からすれば，
相互に全く関係ない商品です。人間存在はそれらを
使用する場合に，つまりそれらを介して自らの存在
構築を為す場合に，パンとテレビとを関係付けるこ
とはあります。例えばパンを食べながらテレビを見
るというように，人間存在が，その在り方の中に両
者を関連付ける場合，両者は人間存在の，それらを
介して構築した存在において関係付けられるのです
が，しかし両者が異なった使用価値を有する有意味
的なものであることを，そのことで解消することは
出来ません。
貨幣は諸々の商品を，その交換価値において，相
互に関連させます。すなわちあらゆる商品をそれら
が持つ交換価値において相互に関係付け，価値的に
序列化します。すなわちあらゆる商品は，それらが
有する交換価値において，貨幣によって関係付けら
れ，高価な商品とか安い商品というように価値付け
られます。それらが相互に交換価値という側面から
関係付けられるということは，それらが貨幣と関係
付けられる限りにおいてであり，すなわち貨幣によ
ってそれらの商品に価格を与えられる限りにおいて
です。
そのことによって様々な商品は価格という体系の
中に位置付けられ，交換価値という側面において相
互に関係付けられます。
商品と貨幣とが交換可能であることは，そのよう
にあらゆる商品が貨幣によってそのように価値付け
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られることによってです。既に述べたように，貨幣
の持つ力が現実的にその効力を発揮するのは，商品
と交換する時であり，その時にのみ貨幣の力は現在
という時間において存在するのです。交換が終了す
れば，貨幣はまた未来へと去ってしまい，それが再
び効力を発揮する機会を待ちます。
そして市場において取引が成立し，商品が売買さ
れるのは，貨幣のこの力に基づくのです。すなわち
経済的機構がそれとして成立し，機能するのは貨幣
のそうした力によるのです。市場において商品が売
買されることによって経済機構が機能しているので
あり，商品が売買されるためには，それぞれの商品
がその交換価値において価値付けられなければなら
ないのです。すなわち或る商品を購入するためにど
れだけの貨幣と交換しなければならないかが明確で
なければ，交換は成立しない訳であり，そのために
はあらかじめ全ての商品は貨幣によって交換価値的
に価値付けられる必要が在るのです。
それ故に貨幣は全ての商品の上に立って，全ての
商品を交換価値的に秩序づけます。そのことによっ
て市場は正常に機能するのであり，商品は消費者に
よって購入され，商品はそのことによって市場から
退去して，世界を構成する契機となります。そして
貨幣は市場を循環して，交換においてその力を発揮
するために人々の財布の中で，あるいは銀行の金庫
の中で待機しているのです。貨幣はそのようにして
市場を循環します。消費者の財布の中から生産者の
金庫の中へと循環することによって，貨幣は様々な
商品が市場において生産者から消費者へと移行する
ことを可能にします。商品がそのようにして生産者
と消費者によって交換されるのは貨幣によってで
す。貨幣が市場から市場へと循環することによっ
て，様々な商品は絶えず貨幣と交換されることによ
って，市場が正常に機能することを助けます。すな
わち貨幣は市場での潤滑油の働きをするのです。
「今日の経済は貨幣を広く利用する制度である。
貨幣の流れは，我々の制度内を循環する血液のよう
なものだ。貨幣は，様々のものの経済的価値を計る
物差しとなる。」（サムエルソン『経済学』都留重人
訳 岩波書店）
商品はそのように貨幣によって交換価値的に価値
付けられることによって，初めて商品となるので
す。先に引用したマルクスの言葉に，「机が木であ
り，普通の感覚的な物であることに変わりない。し
かしながら，机が商品として現れるとなると，感覚
的にして超感覚的な物に転化する」というのがあり
ました。そのことは机が踊り出すよりも奇妙なこと
である，と述べています。しかし，私達の分析では
材木で出来た机が商品になるのは，さほど奇妙なこ
とではなくて，先に述べたように，それが貨幣によ
って交換価値的に価値付けられることによって商品
に転化するのです。交換価値的に価値付けられると
いうことは，その机という商品が貨幣によって購入
可能な物へと転化することを意味する訳であり，そ
のような意味において，材木によって出来た机が商
品へと転化することはさほど奇妙なことではないの
ではないでしょうか。
さらにマルクスの時代では，貨幣は金属，つまり
金等によって出来ている訳ですが，そうした貨幣を
マルクスは「貨幣商品」と呼んでいます。すなわち
マルクスにとって貨幣も商品の一種なのですが，私
達も貨幣を特権的な商品というような表現をして来
ました。ここでそうした貨幣についての明確な定義
をしたいと思います。すなわち貨幣はあらゆる商品
の上に君臨する商品の商品であるとして，メタ商品
と呼ぶことにします。何故ならば，貨幣はあらゆる
商品を交換価値的に序列化することによって，いわ
ば商品を交換することをスムーズにして来ました。
それをあらゆる商品を商品として市場において存在
することを可能にして来たという意味において，メ
タ商品であると規定したいと思います。
様々な有意味的なものは，それらが世界に出現す
ることによって，それらがいまだ世界の中に定着し
なかった時代では不可能であったことを可能にして
来ました。つまり様々な有意味的なものが，世界の
中に出現することによって，人間存在の存在可能性
を拡大して来たと言って良いでしょう。それと同様
のことが貨幣という有意味的なものの世界への出
現，そして定着によっても言える訳であり，それ以
前においては交換という経済的行為が困難であった
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ことが，貨幣の世界の中への出現と定着によってス
ムーズに行くようになったのです。
６）市場について
市場なるものが成立したのは，アダム・スミスに
依れば，分業の発達に依ることになります。
「社会全般の仕事にたいする分業の効果を比較的
容易に理解するには，どれか特定の製造業をとっ
て，そこで分業がどんなふうに行われているかを考
察してみるがよいだろう。世間では，分業がいちば
ん進んでいるのは，いくつかの，まったくとるにた
りない小さな製造業だということになっている。こ
れはおそらく，こういった製造業のほうが，もっと
重要度の高い他の製造業にくらべて，実際に分業が
より進んでいるからではなく，これらのとるにたり
ない小さい製造業は，ごく少数の人々のわずかな欲
求を満たすためのものであって，従業員の総数もと
うぜんん少なく，さまざまな部門の仕事に従事して
いる人々を同一の作業場に集めているので，見る者
の一望のもとにおくことが可能だからであろう。」
（アダム・スミス『国富論 中公文庫）
この引用文は，一つの製造業での分業のことにつ
いて述べている部分ですが，社会全体が分業化すれ
ば，当然相互に商品の交換が起きる訳で，市場が生
まれる訳です。市場とはいわば取引の場であり，自
分が欲しい商品を購入する場です。したがってみん
なが自給自足していた時代においては，当然のこと
ながら市場なるものは存在せず，したがって取引な
るものも無かったのです。近代に入って分業が発達
するにつれて，市場なるものが生まれて，そこにお
いて自分が欲しい商品と自分の所で生産している物
とを交換するようになったのです。したがって商品
が商品であるのは，市場においててあり，市場にお
いて商品は商品として光り輝くのです。
アダム・スミスは，彼の主著である『国富論』に
おいて，有名な神の見えざる手という比喩を用い
て，市場における自由競争を主張しました。つまり
市場に政府が介入しなくても，いわば放任された市
場はそのことによって経済的破綻を来すことはなく
て，市場自身が自らの手で調整出来るという比喩で
す。そのことを追認するように，サムエルソンは次
のように述べています。
「大部分の人は，市場が機能するその仕方を勉強
する前には，市場が異なる企業と製品のごたまぜで
しかないと思う。人びとは，たとえば食料がどのよ
うにして間違いない量で生産され所定の目的地に輸
送され，それが食卓に届くとき，ちゃんと味を保っ
ているのかを，不思議にも思わないのが常である。
しかし，ニューヨークの例をよく考えてみると，そ
れは具合よく機能するのだ。」（サムエルソン『経済
学』 岩波書店）
既に述べたように，市場においては全ての商品が
価格を与えられていて，交換価値としての序列を形
成しています。商品が商品たる所以はそこにあるの
であり，その商品を貨幣を用いて購入する場合に，
どれだけの貨幣によってその商品が交換出来るかを
明確に定めることによって，その商品は市場に登場
することが出来るのです。
市場が正常に機能する理由の一つは，そうした交
換価値の序列化であり，市場において高価な商品と
そうでない商品とが明確化されていることも，市場
が正常に機能する一つの理由として挙げることが出
来るでしょう。
人間存在は自己の存在の内に何らかの欠如を有し
て市場へと赴くでしょう。つまりそこで何かを購入
する必要性に駆られて，彼もしくは彼女は市場へと
赴くのです。その人間存在はそこで購入したい何ら
かの商品によって，自己の存在を補完するか，もし
くは拡大するために市場へと足を運ぶのです。その
人間存在の在り方と，市場において配列されている
様々な商品とは相互に対応しており，人間存在の多
様な存在の仕方と，様々な商品の種類とは同じ体系
性を有しているのです。
しかし人間存在にとって特殊な商品と，誰でもが
必要な商品とが在ります。例えばトイレットペー
パーとか，歯磨き粉，あるいは石鹸等は日常的な必
需品であり，誰もが必要としています。しかし何か
の実験に使用する薬品とか，実験のための器具等は
そうした仕事に携わる人にとってのみ必要であり，
そうした商品を誰もが購入することはないでしょ
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う。それ故に，誰もが必要な生活にとっての必需品
は何処の店に行っても購入出来るでしょうが，特殊
な商品はそのような特殊な商品のみを扱っている店
に行かないと購入することが出来ません。
つまり日常必需品は大量に生産され，それに対し
て特殊な商品はそれほど生産されることはない訳で
す。あらゆる商品の上に君臨するメタ商品としての
貨幣は，そうした日常的必需品に対してそれほど高
い価格を与えることはなく，比較的安い価格，つま
り低い交換価値を与えます。それはそうした商品が
価値がないからではなくて，大量に購入される可能
性が在るが故に，特殊な商品と比べて低い交換価値
で評価するのです。それに対して特殊な商品は，そ
うした特殊な仕事に携わっている人達にのみ必要な
商品ですから，つまり需要が低いが故に，交換価値
は高くなるのです。
マルクスは交換価値の高低を労働量でもって測定
するというアダム・スミス以来の労働価値説に基づ
いています。そのために具体的労働に対して抽象的
労働でもって商品の交換価値を計ろうとします。抽
象的労働とは，全ての労働に共通な労働の側面，つ
まり筋肉の動き等々のことで，そうした抽象的労働
が或る商品を生産するのにどれだけかかったかによ
って，商品の価値を計ろうとします。しかしこうし
た労働価値説は現代においては，適用されないので
はないでしょうか。
７）市場の体系性
既に述べたように，市場に並べられている商品
は，人間存在の様々な存在欲求と対応します。人間
存在は，彼が様々なかたちで存在の仕方を構築する
ために，その媒介となる多様な有意味的なものを必
要とし，それらの有意味的なものは，元は市場にお
ける商品であった訳であり，それらの商品を貨幣と
交換することによって，自己の存在契機とするので
す。人間存在の存在の仕方はランダムではなくて，
非常に体系的であり，それ故にそのための媒介とな
る商品も人間存在の体系性に対応して，体系的で
す。
さらに全ての人間存在の存在構造は同一的であ
り，それ故に一人の人間存在にとってのみ必要な商
品などは存在しません。或る人間存在にとって必要
な商品は他の人間存在にとっても必要なのであり，
そのことを私は存在欲求の共同主観性と呼びます。
例えば水分は誰にでも必要であり，食べ物も誰にと
っても必要です。そうした全ての人間存在の存在の
仕方にとって，あるいはその再生産にとってそれら
は必要です。
それ故に，様々な商品は人間存在の存在欲求に対
応して，体系的なのです。つまり市場において売買
されている様々な商品は，ランダムに生産されたも
のではなくて，人間存在の存在欲求に対応したかた
ちで，計算されて生産されたものであり，それ故に
市場において購入出来る様々な商品は体系的に生産
され，体系的に価値付けられているのです。
例えば食料は，全ての人間存在にとって必要な商
品であり，全ての人間存在の自己再生産にとって欠
かせない商品です。そして食料といっても多様な種
類の食料が在り，それらの交換価値も様々です。そ
れらは類型化されて，市場に在ります。そして類似
した商品，例えば肉とか魚等は，その交換価値的に
高低があり，交換価値的に序列化されています。す
なわち貨幣によって価格化されていて，市場におい
て序列化されたかたちで並べられています。すなわ
ち様々な食料は貨幣という価値を測定するメタ商品
によって価格化されるというかたちで，序列化され
ているのです。
商品の交換価値はどのようにして決まるのか，と
いう問題は極めて困難な問題です。マルクスはそれ
を古典経済学を踏襲したかたちで，労働価値説でも
って説明しましたが，私達はそうした選択肢を選ば
ず，別の道を行きます。
人間存在は既に述べたように，普遍的な存在欲求
を有しています。つまり普遍的な欠如を有していま
す。誰もが空腹を感じ，誰もが喉の渇きを感じます。
そうした場合，人間存在は自己の存在の中に生まれ
たそうした欠如を充足させるために，空腹を感じた
場合には食料を求め，喉が渇いた場合には水分を求
めます。それらは全ての人間存在に共通に生ずる欠
如であり，先に述べた存在欲求の共同主観性です。
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そしてそうした欠如を充足させるための商品は市
場において貨幣と交換出来ます。市場における全て
の商品は，既に述べたように，貨幣を媒介として価
格化されており，価格という貨幣によって与えられ
た価値を有しています。食料や水分等の商品は，全
ての人間存在の存在に生ずる欠如に対応する商品で
あるが故に，普遍的であり，それ故に市場において
簡単に手に入り，その価格も誰でも購入出来る価格
の商品が必ず在ります。しかし中には非常に高価な
商品も在ります。例えば高級ワインのロマネコンテ
ィのような庶民には簡単に手が出ない飲み物も在れ
ば，缶コーヒーのような百円そこそこで購入出来る
商品も在ります。
８）需要と供給のバランスとしての人間存在の欠如
近代経済学では，そうした交換価値を，市場での
需要と供給とのバランスでもって説明する場合が多
いのですが，私達はそうした交換価値の価値付けを
人間存在の在り方の中にその根拠を求めたいと思い
ます。
まずサムエルソンからの引用から初めます。
「われわれは，消費者がどのように，トウモロコ
シ，自動車ないしコンピューターの異なる量をこれ
らの財貨の価格の関数として，需要するかを見た。
同様に，生産者は，これら及びその他の財貨の異な
る量を，それらの価格次第で進んで供給する。さて，
供給者と需要者が相対したとき，何が起こるであろ
うか。
その答えは，市場における需要と供給の力が均衡
価格および均衡数量，すなわち市場均衡を生むだろ
う，ということである。市場均衡は，需要と供給が
バランスするさいの価格と数量の点で成立する。そ
のような価格と数量の点では，買い手が買いたいと
思う量が，売り手が売りたいと思う量にちょうど等
しい。その均衡において，価格と数量は，他の事情
が同じのままであるかぎり，そして何かが需要と供
給を変化させるまでは，同じところにとどまる傾向
がある。」（サムエルソン『経済学 上）
サムエルソンはこのようにして価格の均衡を需要
と供給とのバランスに求めます。このことは広く知
られたことであり，ことさらに説明する必要もない
でしょう。
そうしたこうした需要と供給のバランスを私達は
人間存在の存在の欠如に求めようと思います。すな
わち既に述べたように，人間存在が世界の内に存在
する限りは，常に何らかの欠如を有しています。そ
して人間存在の経済的行為はそうした欠如に基づき
ます。全ての人間存在の欠如が経済的行為によって
充足させる訳ではないのですが，そのかなりの部分
が経済的行為によって充足されます。先に述べたよ
うに，誰でも生きている限りは，食料を必要とする
し，水分も取らなければなりません。あるいは酒を
飲む場合もあるでしょうし，煙草を吸う場合も在る
でしょう。
また新聞等で情報を集めたり，書物によって教養
を高めたりする場合も在るでしょう。そのようにし
て，人間存在の存在の中の欠如のかなりの部分は経
済的行為によって充足されます。そしてそうした人
間存在の存在の欠如の充足としての経済的行為はア
ットランダムに為されるのではなくて，或る秩序に
よって為されます。すなわち人間存在の欠如の充足
としての経済的行為は何らかの秩序性を持っている
のです。
私達の様々な経済的行為は，人間存在の在り方の
中に生ずる差異に基づきます。既に述べたように，
市場において取引される商品は多様です。そのこと
は人間存在の存在の仕方の多様性に基づくと言って
良いでしょう。人間存在は時間的経過の中で，自ら
を差異化することによって世界の中に差異を導入し
ます。そのように差異化された世界が，今度は人間
存在の在り方へと跳ね返り，その在り方の差異を促
します。
このような人間存在の時間的経過の中での，自ら
の存在の差異化と，それに伴う世界の差異化，それ
の反照としての人間存在の差異化というように，人
間存在の存在は多様なかたちで差異化されるのです
が，そうしたことが商品の多様性へと反映している
が故に，市場には様々な種類の商品が存在している
のです。すなわち人間存在は，多様な欠如を産みだ
し，それを充足させるために市場へ赴き，商品を購
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入するのです。
人間存在が自らの存在を差異化させることによっ
て，そうした人間存在の在り方の多様性に対応する
かたちで商品は多様ですが，商品の価格の高低に関
してはどうでしょうか。
同じ種類の商品であっても，高価な商品と安価な
商品とが在り，それに応じて交換する場合の貨幣の
量は異なります。高価な商品と安価な商品の区別は
どのように説明すれば良いでしょうか。高価である
ことと，安価であることの区別は，交換する際の貨
幣の量によって為されます。すなわち私達が市場に
おいて，商品を貨幣と交換する際には，商品は既に
貨幣によってその価格が規定されており，貨幣の量
によって分節されており，そのことがその商品が高
価であるか安価であるかの判断へと繋がって行くこ
とは，いわば自明のことです。それでは交換する際
に多量の貨幣でもって交換する商品と，少量の商品
でもって交換する商品の基準は何処に在るのでしょ
うか。
既に述べたように，人間存在の経済的行為は，人
間存在の存在の中に生じた欠如を充足させるためで
すが，その場合充足の仕方の相違が問題です。言い
かえれば満足度の違いが問題となります。例えば空
腹という欠如を満たすために肉を購入する場合，当
然のことながら高価な肉を購入して，それを食する
場合の方が安価な肉を購入して食する場合とでは当
然のことながら満足度が異なります。これは肉とい
う食料に限らず，どのような種類の商品でも同じで
すが，通常は高価な商品の方が安価な商品よりも，
欠如を充足させるその仕方が違い，より高価な商品
の方が欠如を充足させるその仕方の満足度が異なり
ます。その満足度の度合いが商品の場合に，貨幣に
よる分節化による価格として現れているのです。
一般的に満足度が高い商品が高価な商品であり，
それに比べて満足度が低い商品が安価な商品である
というこになります。そうしたことを，市場では貨
幣によって数字化して示すことによって，より明確
に価格として商品の高価さの度合いを表示している
のです。
それ故に，価格の高低度は数字化される以前に，
人間存在の欠如と関わっているのであり，欠如を充
足させるその度合いを価格という数字で示している
のです。勿論満足度を数字で示すこと自体に無理が
在るのは当然ですが，市場では商品の価格を明確に
示す必要が在る訳であり，いわば数字による体系化
が必要になってくるが故に，一つのヒエラルキーと
してそのような段階付けが為されるのです。
９）記号論としての経済的行為
ここで今までのことを踏まえて，ソシュールの記
号論を使用して，経済的行為について述べたいと思
います。ソシュールはラング（言語体系）の中の個々
の記号をシニフィアンとシニフィエとに分けます。
シニフィァンとは，人間存在が発する声であり，そ
の一つ一つの声には意味が在り，それをシニフィエ
と呼びます。例えば「ツ‐ク‐エ」という音声には，
道具としての「机」という意味が含まれています。
その場合の「ツ‐ク‐エ」という音声がシニフィア
ンであり，それに対してその音声に含まれている意
味，つまり道具としての「机」がシニフィエという
ことになります。
そしてこのシニフィアンとシニフィエとの結びつ
きは，ラング全体の言語記号間の差異に依るとソシ
ュールは言います。つまり「ツ‐ク‐エ」というシ
ニフィアンと「机」という意味との結びつきは，日
本語というラング全体の中において規定されるので
す。
このようなソシュールの言語学を市場という場に
おける経済活動に適用すればどのようになるでしょ
う。私達人間存在の欠如に基づく存在欲求をシニフ
ィアンとして，その存在欲求に対応する商品をシニ
フィエとします。例えば喉が渇いて，何か飲み物が
欲しいという場合，そのような欠如をシニフィアン
とし，それに対応するものとしてジュース等がシニ
フィエということになります。両者はこのようにし
て結びつきます。
市場ではことはもっと複雑であり，ラングにおけ
るように市場における商品は，人間存在の欠如と，
それに基づく存在欲求に対応するかたちで体系化し
ています。市場における様々な商品は，アットラン
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ダムではなくて，人間存在の存在構造に基づく欠
如，さらにそれを充足させようとする存在欲求に対
応しているのです。デパート等に行けば，様々な売
り場が在りますが，それらは整然として，つまり或
る秩序に基づいて商品が配列されているのです。人
間存在の欠如や，それに基づく存在欲求も体系化さ
れていて，決してアットランダムではありません。
それに対応する様々な商品も，当然のことながらそ
うした欠如に対応するかたちで体系化されているの
です。人間存在の食欲に関するもの，衣服に関する
もの，女性の化粧に関するもの，子供の玩具等に関
するもの等々，それらは体系化されていて，言語の
体系化と類似しています。人間存在に依る存在の差
異化は決してデタラメではなくて，或る秩序に基づ
いています。それに応じた商品も当然のことながら
体系化しているのです。
そしてそうしたシニフィアンとシニフィエとの結
びつきは，貨幣という媒介を経て為されます。すな
わち或るシニフィアンが何らかのシニフィエと結び
つく場合，当然シニフィァンが指導権を握り，それ
に対応するシニフィエを自己の存在の中のシニフィ
ァンと結びつけることによって，それを自己の欠如
を充足させる商品とします。市場ではそうしたシニ
フィァンとシニフィエの結びつきは，貨幣という媒
体を間に介在させます。すなわち存在欲求は，シニ
フィエである商品を見いだす場合に，貨幣を媒介と
することによって，その存在欲求を経済的行為へと
転化させるのです。つまりそれまでは人間の存在論
的な運動であった行為が貨幣を媒介させることによ
って経済的行為へと変容するのです。
すなわちそこに貨幣が介在することによって，そ
の行為は，経済的世界の秩序に従うことになるので
す。貨幣がそこに入り込むことによって，その人間
存在が目指す存在欲求は，経済学的な価値観が入っ
て来るのです。つまりその人がその人の存在の中に
胚胎した欠如を充足させるための行為は，経済的価
値，つまり交換価値に関わる行為であることを知る
のです。そしてそこで行われるのは，交換価値に基
づく商品と貨幣との交換です。
様々な商品はそれぞれ相互に関連が在り，それら
は結局は人間存在の在り方へと遡及して行きます。
様々な商品は人間存在の存在の何らかの仕方へと関
わるのであり，すなわち人間存在の存在の欠如を充
足させるため，という目的のために存在しているの
です。ソシュールのいう個々の記号を形成している
シニフィァンとシニフィエの結びつきは，個々の記
号全体による相互連関によって規定されることによ
って決まることになります。すなわち個々の記号が
相互に関連しあうことによって，或るシニフィァン
とシニフィェとが結合するのです。つまりそのよう
に或るシニフィアンと或るシニフィエとが結合した
記号が或るラング（例えば日本語とか英語とか）の
中で生まれるのです。
それと同様のことが商品に関しても言えます。人
間存在の存在欲求と，それに対応する商品との結び
つきは，商品全体の間での相互連関によって規定さ
れます。或る人が酒を飲みたいという存在欲求をそ
の存在の中に持ったとします。その場合，彼は酒屋，
あるいは酒類を販売している店に行きます。そこに
は当然のことながら，何種類もの酒類が置いてあ
り，その人は暫くの間迷います。そして或る焼酎を
選び，それを貨幣と交換することによって自分の所
有物とします。
そのように酒というカテゴリーで括られる商品に
しても，何種類も在るのであり，それらは同一の商
品ではありません。それらは同じ酒類というカテゴ
リーによって括られますが，それらの中で相互に差
異によって隔てられます。日本酒と焼酎とは違う
し，ビールとも異なります。ワインとビールも同じ
ではありません。つまりそれらの間には差異が存在
します。そのように酒類という商品も相互に差異を
有していて，同一ではありません。それは人間存在
の欠如と，それに基づく存在欲求に対応するかたち
で，そのように相互に差異化されているのです。
そうした相互の差異を有する商品を貨幣と交換す
ることによって，記号論的性格を有していた商品は
経済的存在へと変貌します。すなわち商品全体の中
で相互に差異化されることによって，増殖して行く
記号的性格を有する商品は貨幣との交換という場面
で突然経済的存在へと変貌します。すなわち商品は
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元もとは経済的存在であり，貨幣と交換されるため
に市場に出現する訳ですが，それらは市場において
他の商品と並べられている限りは，相互に差異化さ
せられている存在として記号論的存在でもあるので
す。ところがそれが誰かによって購入される瞬間に
突然経済的存在へと戻るのです。貨幣が商品と交換
する際に現在において現実的な力を発揮するという
ことについて先に述べましたが，商品の場合も同様
であり，貨幣と交換する際にのみ商品という経済的
存在へと戻るのです。
１０）神の手としての記号論的性格
私達は市場経済という，いわば自由主義的経済が
何故破綻しないかという問いから出発して，記号論
へと到達しました。私達はその原因を主に人間存在
が商品を求める欲求である欠如に基づく存在欲求に
求めました。すなわち人間存在の存在欲求の体系性
と，それと対応する商品の体系性に求めました。す
なわち人間存在はでたらめに商品を求めるのではな
くて，或る秩序に基づいて，すなわち存在欲求とい
う体系性の有する秩序性に求めました。人間存在は
秩序に従って商品を求めるが故に，商品の生産者達
はその秩序に従って商品を生産すれば，市場の混乱
は避けられるはずであり，商品が必要以上に購入さ
れることもなく，したがって市場に商品が無くなる
ということもなく，または人々が商品を過剰に購入
することなく，また逆に商品が市場に溢れるという
こともないと述べました。それが市場の秩序を維持
する，アダム・スミスのいう神の手であるというこ
とです。
すなわち市場に存在する商品は人間存在の有する
秩序性に従って生産されるが故に，市場では混乱も
なく商品が販売されているのです。すなわち全ての
人間存在が必要とする商品は，存在する人間存在の
数に応じて生産され，そして特殊な商品は，そうし
た特殊な商品を使用する人達の数に応じて生産さ
れ，販売されるので，市場における商品が足りなく
なることもなく，また商品が有り余ることもないの
です。
先に，商品は記号のように差異化されることによ
って，相互に区別され，また価格の上下も生ずると
いうことについて述べました。すなわち人間存在が
時間的経過の中で自らを差異化させることによっ
て，その在り方を多様にし，多様な欠如をその存在
の中に産みだし，そういったことに基付いて多様な
商品を市場へと送ることになるのです。商品は相互
に差異化されることによって自己増殖をします。生
産者は別の生産者が生産した商品が市場において数
多く販売された場合，それに類似するけど全く同じ
商品ではなくて，多少の差異を有する商品を生産
し，それを市場へと送ります。そのようにして商品
と商品の間の差異が商品を自己増殖させることによ
り，商品の種類は増加して行きます。また人間存在
の存在の仕方が，新しい商品の市場への登場によっ
て，それを媒介にして存在構築を為すことにより差
異化を増殖させる場合も在ります。
このようにして商品は記号論的性格を有すること
によって，すなわち人間存在の存在の欠如に基づく
存在欲求に対応するかたちで市場において秩序立っ
て，その種類と数とを増殖させるのです。
また同一の種類の商品なのですが，購入した消費
者に与える満足度が違う商品を，つまり同一ではあ
るけれども高価な商品と，安価な商品とを生産する
ことにより，富裕な人にも貧しい人にも類似した商
品を購入することを可能にします。
それが所謂需要と供給のバランスであり，需要と
供給とがこのようにバランスを保っているのは，人
間存在の欠如，そしてそれに基づく存在欲求の体系
性と，それに対応する商品の生産，つまり供給の体
系性とが相即しているが故です。すなわちこれを記
号論的な表現に置き換えると，存在欲求としてのシ
ニフィアンと商品の生産としてのシニフィエとの対
応であると言えます。記号論でもシニフィアンとシ
ニフィエとは言語体系，つまりラング全体の語と語
との間の差異によって結びつけられたのですが，そ
のことと同じことが市場においても生じているので
す。つまり人間存在の自らの存在の差異化に由来す
る欠如と，それに基づく存在欲求は，シニフィエと
しての商品と結びつくことによって，人間存在は自
己の存在欲求に対応する商品を購入するのです。両
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者は相互に対応しているのです。
記号は相互に差異によって隔てられることによっ
て，それぞれが独自の意味を持っています。それと
同様に，存在欲求に対応するシニフィエとしての商
品も，それぞれが差異によって隔てられることによ
って，それぞれ独自の有意味性を有しているので
す。すなわちそれぞれの商品がそれぞれ人間存在の
存在欲求に対応する意味を有しているのです。それ
らの商品は，記号と同様に存在欲求に応じて，差異
の力によって自己増殖してゆきます。記号はそれを
語る主体としての人間によって自己増殖してゆく訳
ですが，つまり言葉を話す具体的言語行為によって
変化して行くのですが，それと同様に商品も，その
商品への存在欲求を持つ人間存在がそれを使用する
かたちで自己の存在を差異化することによって変化
し，自己増殖して行くのです。
商品は，それを使用する人間存在，すなわちそれ
を自らの存在構築の契機とする人間存在によって意
味を与えられて初めてそれの存在意味が在るのであ
り，それ故にその商品を欲する人間存在の存在欲求
と対応することなしでは，それが存在する意味が在
りません。シニフィエとしての商品は，シニフィア
ンとしての人間存在の存在欲求と結びつくことによ
って，それが存在する意味を有するのです。
人間存在の存在欲求は，言語行為と同様に，時間
の経過の中で序々に変化してゆきます。それに応じ
て商品も自らを差異化して変化してゆきます。それ
は人間存在がそのようにしているように思われます
が，そうではなくて商品が自らを差異化させること
によって自らを分裂させているのです。人間存在の
存在欲求が多岐に分裂するに従って，商品もあたか
も細胞が分裂して新しい細胞が生まれるように，商
品が自らを差異化させて，新しい商品を生み出して
行くのです。
１１）商品はどの時間に属するか
私達は既に商品を前提にして話を進めて来ました
が，ここで商品についてより詳細に考察しなければ
なりません。周知の如くマルクスは，彼の主著であ
る『資本論』において，商品の考察から初めました。
彼は主著の冒頭において，次のように述べていま
す。
「商品はまず第一に外的対象である。すなわち，
その属性によって人間のなんらかの種類の欲望を充
足させる一つの物である。……一つの物の有用性
は，この物を使用価値にする。しかしながら，この
有用性は空中に浮かんでいるものではない。それ
は，商品体の属性によって限定されていて，商品体
なくては存在するものではない。だから，商品体自
身が，鉄，小麦，ダイヤモンド等々というように，
一つの使用価値または財貨である。このような商品
体の性格は，その有効属性を取得することが人間に
とって多くの労働を要するものか，少ない労働を要
するものか，ということによってきまるのではな
い。使用価値を考察するに際しては，つねに，一ダー
スの時計，一エレの亜麻布，一トンの鉄等々いうよ
うに，それらの確定した量が前提とされる。商品の
使用価値は特別の学科である商品学の材料となる。
使用価値は使用または消費されることによってのみ
実現される。使用価値は富の社会的形態の如何にか
かわらず，富の素材的内容をなしている。われわれ
がこれから考察しようとしている社会形態において
は，使用価値は同時に―交換価値の素材的な担い
手をなしている。」（マルクス，同書）
マルクスは商品には使用価値と交換価値とが存し
ていると述べています。つまり使用価値を有するが
故に，交換価値を有するのであり，両者は異なる側
面から見た価値ですが，商品という存在者の中に使
用価値と交換価値という異なった価値が矛盾的に存
しているということです。
人間存在は既に述べたように，自己の存在の中に
生み出される欠如に基づく存在欲求によって，つま
り自己の中の欠如を充足させるための行為の根拠で
ある存在欲求によって目指すのは，商品の使用価値
であり，すなわちその商品が有している使用価値が
自己の存在の中に生み出されている欠如を充足させ
てくれるであろうが故に，その商品を貨幣と交換し
たいという欲望を抱くのです。
私達は以前に貨幣は未来に属しており，それが現
在において現実的な力を発揮するのは，貨幣が商品
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と交換される瞬間であると述べました。それでは商
品の場合はどうでしょうか。商品は未来に属するの
でしょうか，それとも現在に属するのでしょうか。
これも困難な問題です。
これも既に述べましたように，商品は言語記号的
性格を有しており，相互の差異によって隔てられ，
また自己増殖して行くものです。また商品は人間存
在の存在構造に対応して，言語記号の如く体系化し
ており，人間存在による自己の存在の差異化によっ
て多様な存在の仕方をすることに応じて，多様な種
類の商品をあたかも言語体系内における個々の語の
ように体系化させており，それらが人間存在の様々
な欲求を産みだし，またその商品への欲求を駆り立
てます。
様々な商品は人間の欲望を駆り立てるだけではな
く，新しく産みだします。それまで自覚的には存在
しなかった欲望が，商品についての何らかの情報に
接することによって生み出されます。それはあたか
もそれまで知らなかった異性に出会うことによって
恋の炎が胸中に生み出されて，燃えさかるかのよう
です。
商品は既に述べたように，次々と生み出され，そ
のことによって人間存在の経済的欲望を生み出して
行くのですが，一人の人間存在が全ての商品を購入
することは勿論不可能なことであり，それ故に人間
存在が存在欲求の炎を燃えさからせても，商品はド
ンドンと先へ先へと逃げるばかりです。それ故に人
間存在は多くの商品を諦めざるを得ないのです。し
たがって商品は人間存在にとって近づけば近づく程
に遠ざかる未来のようなものではないでしょうか。
１２）商品は象徴の体系
商品はそれがまだその商品を欲する人の手に渡っ
ていない限りにおいて，その人間存在にとって一つ
の象徴であると言って良いでしょう。その人間存在
は，彼が欲する商品をまだ手に入れていないが故
に，彼にとってその商品を媒介にして，自己の何ら
かの存在を構築することはまだ出来ないが故に，彼
にとってその商品を契機として自己の存在を築き上
げることは，その商品が彼に示唆するだけです。そ
れ故に，その商品は彼にとって一種の象徴であり，
それはその商品を介して彼が築き上げる存在を示唆
するだけです。
私達にはまだ自分の所有になっていない多くの商
品がありますが，それらはそれ故に，私達にその商
品を使用すればどのような在り方が構築出来るか
を，その商品のかたちから想像するしかないが故
に，それは私達にとって象徴なのです。象徴につい
ては様々な理解がありますが，一般的な定義として
は，何か或るものを直接的に表現したり，述べたり
するのではなくて，間接的に別なかたちで表現する
ことを意味します。そしてカッシーラーなどは，そ
れの代表的なものを言語であるとしています。ここ
で商品を象徴としたのは，その商品がまだそれを欲
している人のものとなっていない限りにおいてであ
り，その人はその商品によって構築される自分の在
り方のみを頭の中で思い描いている訳であり，その
限りにおいて，その人にとってその商品はまさに象
徴でしよう。つまりその商品とそれを欲している者
との間には何らかの乖離が在る訳であり，その乖離
を通してしかその人はその商品と自分との間の関係
について考えることは出来ないのです。
商品は人間存在の存在構造と対応していて，それ
は体系的であり，また言語記号のように差異化を媒
介にして，他の商品と相互に関連しています。それ
は商品の全体性の中で，位置的意味を持ち，独自な
役割を有しています。また商品は自然的秩序には全
く属さず，人為的である限りにおいても，象徴的で
あると言えるでしょう。すなわち自然的空間は象徴
的とは言えず，それはそれを知覚する私達に対し
て，知覚する以上の意味を示唆することはないでし
ょう。例えば森の中の小鳥の巣は，あくまで小鳥の
巣であり，それを知覚する私達にそれ以上のものを
示すことはありません。それに対して象徴的空間は
人為的であり，それは私達が知覚する以上の意味を
示唆します。例えば建物の階段は，私達の知覚に対
しては単なるコンクリートで出来た段差の連なりで
すが，しかしそのコンクリートの段差の連なりは，
単なるコンクリートの段差ではなくて，それは私達
がその建物の上の階に行ったり下の階に行ったりす
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るたるの，いわば道具としての意味を持ちます。私
達はそのことを知覚された単なるコンクリートの段
差の中に，それ以上のものとしてそこに読み取るの
です。
象徴的体系は言語的性質を持っていると述べまし
たが，言語的性質とはまさにそれ以上のものを読み
取ることを特徴としているものの代表的なもので
す。私達は単なるインクのシミ，つまり印刷された
文字のことですが，そのインクのシミの中に意味を
読み取るのであり，つまり知覚しているもの以上の
ものを知覚されたものの中に読み取るのです。また
同じように，音声言語の場合も同じことが言えま
す。私達は音の中に，つまり空気の振動の中に意味
を読み取るのです。そうしたことは，言語記号がソ
シュールのいうラング全体の中で，他の言語記号と
の間の相互関係において意味が与えられるからなの
です。
商品もそうした言語記号と似たような性質を持っ
ています。既に述べたように，それぞれの商品は商
品全体の中でその用途が決められます。その根源
は，これも既に繰り返し述べたことですが，人間存
在の存在構造であり，それの反映として，あるいは
それが世界の中で構築するための媒体として商品は
その存在を得るのであり，市場において貨幣と交換
するという栄誉を与えられるのです。
そのようにして商品は生産されるのですが，それ
はそれ故に体系性を有しており，他の商品との相互
連関の中でその意味を有するのです。それが象徴的
であるのは，それを介した人間存在の存在構築を示
唆していることによって，言語記号と同様にそれ以
上の意味を示唆しているのです。すなわちそれは単
なる物体ではなくて，人間存在がそれを媒介にして
世界の中で構築する存在の仕方を示唆しているので
す。例えば，メルロ＝ポンティが『知覚の現象学』
の中で例に出している杖を別な角度から見てみまし
ょう。杖は知覚された限りでは，木とか金属等の素
材で出来た単なる長い棒でしかないのですが，その
単なる棒の中に，知覚された以上の意味を含んでい
ます。つまりそれを使用する人が，それを媒介とし
て歩行するかたちをそれは意味しているのです。杖
は自力で歩行するのが困難な人のために存在する有
意味的なものであり，あるいはそうなる可能性を秘
めている商品ですが，それは商品全体の中でのその
ような位置を有していて，あるいはそのような意味
を有していることによって使用価値を有する商品な
のです。
商品と言語記号との間には密接な関係が在るとい
うことについては既に述べましたが，さらにそのこ
とを展開してみましょう。商品が商品であり，それ
が人間的世界の象徴的体系の一種として機能するの
は，その商品の中に言語的性格が浸透しているから
です。先に，商品は知覚されたもの以上の何かを有
しているということについて言及しましたが，それ
が知覚的な形態以上の何かを有しているということ
は，個々の言語記号が有する形態が他の商品，すな
わちその商品と類似している他の商品との間に存す
る差異によってであり，その差異がその商品の形態
を通して，形態プラスアルファをそれを使用する人
に示しているのです。
多数の商品の中から自分が欲しい商品，つまり自
分の存在の欠如を充足させてくれる商品を見いだす
ためには，眼前の山のように積まれた商品の中か
ら，差異化という力を通して，相互に弁別しなけれ
ばなりません。差異化はすなわち言語的性質の特徴
であり，それを多数の商品に適応させることによっ
て，自分が存在欲求している商品を見いだすのは言
語的な力である差異化という威力を通してです。す
なわちそこに言語記号の有する，あるいは言語がそ
れによって成り立っている差異化の力をそこに導入
させることでしかないのです。例えばデパートの鞄
売り場で，山のように積まれた類似の鞄の中から自
分が欲している，つまり自分の存在欠如を充足させ
てくれる鞄を見いだすことは，鞄という商品を相互
に差異化させることによって以外にはありません。
類似した鞄を相互に差異化させることは，そこにそ
れぞれの鞄の特徴を他の鞄の特徴と比較することに
よってであり，そうしたことはそこに言語記号を投
射することによって以外には不可能でしょう。この
鞄はここにポケットが付いていて，この鞄には別の
所にポケットが付いているとか，この鞄は手で提げ
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る鞄であり，その鞄は背中に背負う鞄である等々の
相互的差異を見いだすことは，そしてそのことによ
ってそれぞれの鞄を特徴付けることは，そこに言語
記号的な差異化させる力を介在させないと不可能で
しょう。
すなわちそれぞれの鞄の持つ特徴によって，しか
もそのような細かい特徴によって商品を相互に差異
化させる力は，それぞれを言語記号化する以外には
不可能でしょう。言語記号のみがそうした特徴を記
述することが出来る唯一の手段なのですから。すな
わちその特徴を言語的に分節することによっての
み，それは特徴となるのであり，他の商品から差異
化されるのです。何らかの特徴を記号化しないと，
それは特徴として知覚に対して浮かび上がらないの
であり，つまりその商品にとってのみの特徴として
把握されないのです。言語化するといっても，言葉
によって表現するという意味ではなくて，そこへと
言語記号を投射することであり，言語的に刻印する
ことを意味するのです。そのことによって他と差異
化された特徴が浮かび上がって来るのです。
言語化によって他の商品との間の差異が際だつと
いうことについて，もう少し掘り下げてみましょ
う。知覚されたものを言語化するということは，そ
の特徴を一般化することと無関係ではありません。
この鞄の横にポケットが付いているという，その鞄
の特徴は言語化によって一般化されます。その鞄の
側面に付いている小さなポケットは，それをポケッ
トとして言語によって表現することによって，その
特徴は個別的な鞄という商品の一般的な特徴として
知覚化の中に刻印されます。個別的な鞄という商品
のその特徴は，個別性を超えて，その鞄という特定
の商品を超えて，他の商品との関係性に入ります。
そのことによってその鞄の持つ，横に付いている小
さなポケットという特徴は，他の鞄にない特徴とし
てそれを知覚する人の知覚作用の中に刻印されて，
別の鞄との比較において一つの特徴として際だつの
です。つまり個別的なものの持つ特徴を言葉によっ
て刻印されることによって，それは他の鞄との比較
の中で特徴付けられるのです。つまり何かを言語化
するということは，その個別的な鞄という商品を超
えた特徴となるのであり，それを他の鞄という商品
と比較する場合の，その鞄の，別の鞄にはない特徴
として知覚の中に留められるのです。
そのことは別に鞄に限らず，どのような商品につ
いても言えることであり，商品の体系の中で他の類
似の商品と区別するためには必要なことなのです。
そしてそのことが知覚されたもの以上の何かでもあ
るのです。
知覚されたこと以上の何かとは，それ故に言語化
されることによって明らかになるその商品の特徴で
あり，またその商品が人間存在によって使用される
ことによって，その人間存在の存在が構築されるこ
とについての表象に他ならないのです。
１３）経済と人生 １）ハレとケと存在欲求との違い
以上のように，私達は経済について大まかに述べ
て来ました。そして次に，テーマである人生と経済
との関係について述べなければなりません。既に述
べたように，私達人間存在の様々な経済的行為は，
経済的行為以外の行為と比較して考えると，自己の
再生産，自己の日常の再生産，あるいは自己が属す
る共同体の再生産，世界の再生産として特徴付ける
ことが出来ます。私達が生きるということは，現在
を未来へと繋げることを意味します。私達やあらゆ
るものは，現在という時間形式に属しています。そ
の現在は次の瞬間には過去へと移行し，それに続く
現在に私達は居ます。そうした私達の存在の時間的
移行は延々と続けられます。それは明日へと続き，
来週へと続き，来月へと続き，来年へと続きます。
そうした時間的経過の中で私達は生きているのです
が，そのようにして行き続けるためには，私達は絶
えず自己を再生産し，自己の日常を再生産し，さら
に家族の生活を再生産し，私達が属している世界の
再生産に何らかの貢献をしなければなりません。そ
うしたことを可能にするのが経済的行為に他なりま
せん。
人間存在を根源的なところからそうあらしめてい
るものは，既に何回も述べて来た，人間存在の存在
の中の欠如であり，それに基づき，かつそれを充足
させようとする根源的な人間存在の欲求である存在
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欲求です。そうした人間存在の根源的な要素が，人
間存在をそうあらしめ，また周囲に存在する有意味
的なものをそうあらしめているのです。そして人間
存在の様々な経済的行為は，そうした人間存在の存
在の欠如やそれを充足させようとする欲求である存
在欲求の一種として在ります。
私達は既に最初に述べたように，人間存在の人生
を反復として特徴付けました。それはさらに二種類
に分けられます。すなわちハレとケです。ケは文字
通り反復であり，それに対してハレは，一つの反復
が修了したことの確認の儀式を意味します。私達の
人生はこのようなハレとケを繰り返して行くことで
あると一応定義付けました。
それではそのようなハケとケとしての人生の大ま
かなかたちと，人間存在の根源的な欲求である存在
欲求とは，どちらがより根源的なのでしょうか。こ
の問いは，問う以前に既に答えが出ている問いであ
り，それ故にそれほど根源的な問いとは言えませ
ん。すなわち先に述べたように，欠如に基づく存在
欲求が人間存在の根源的な欲求であり，人間存在が
それとして存在する上において，最も根本的なもの
であるならば，当然のことながらハレとケよりも存
在欲求の方がより根源的であることは自明の理では
ないでしょうか。
人間存在の根本的な欲求である存在欲求の一種と
して経済的行為があるということについても既に述
べた通りです。そして経済的行為は私達自身の再生
産，私達の日常の再生産，さらに世界の再生産のた
めであることになります。私達がスーパーやコンビ
ニで食料を毎日購入して，それを食することは自分
自身の再生産のためであり，そして生活のために
様々な商品を購入することは，私達の日常生活の再
生産のためです。また政府や地方自治体が建物を建
築したり，大規模な公共事業を行うことは世界の再
生産に繋がります。
このように人間存在の様々な経済的行為は，包括
的に言えば，生きていることの再生産であると言え
るでしょう。つまり人間存在の多様な存在欲求の中
の一種である経済的行為は，このように様々な私達
の生の再生産であると言えるでしょう。
そして私達の人生を特徴付けるハレとケは，そう
した様々な再生産に基づくと言えます。まず私達一
人一人の生に関して言えば，私達が毎日食事をする
ことによって，反復する日常生活を送って行くこと
が出来るのです。また新しい商品を購入すること
も，私達の日常の再生産であり，そのことによって
私達は昨日と変わらない日常生活を明日からも送る
ことが出来るのです。また世界そのものの再生産も
同様であり，壊れかけた橋を修理したり，市役所や
県庁の建物を増築したり，改修したりすることによ
って，その世界に属している人間存在は日常生活を
困難なく送ることが出来るのです。そうした経済的
行為である再生産によって私達はハレとケという反
復的生を送ることが出来るのです。
そのような再生産は，人間存在の存在欲求の一種
である経済的行為に基づくが故に，主に経済的行為
によって私達はハレとケの反復的な生き方が出来る
のでしょう。それでは人間存在の多様な存在の仕方
において，経済的行為とそれ以外の在り方，あるい
は行為との違いは何処に在るのでしょう。
人間存在は日常的に様々な存在の仕方を世界の中
で構築するのですが，そうした中で経済的な存在構
築と，それ以外の存在構築とでは何処がどのように
違っているのでしょうか。経済的行為，経済的在り
方の構築には必ず貨幣が伴っていることを挙げるこ
とが出来るでしょう。そのことは今までにかなり詳
細に述べたので，そのことに関する記述は省略しま
す。それに対して経済的行為以外の人間存在の在り
方はどうでしょうか。まず言えることは，経済的行
為以外の場合には，人間存在が構築する在り方の媒
介となる有意味的なものは商品ではなくて，有意味
的なものです。それは多くの場合，自己の存在に属
するものであり，それ故に商品ではありません。
経済的行為の特徴は，商品という自己の存在に属
さない存在者を貨幣というメタ商品によって購入す
る訳ですが，そのことは商品を貨幣の力によって商
品ではないものへと変化させること，つまり自己の
存在に属さないものを自己の存在に属するものへと
変化させることです。既に述べたように，貨幣を所
有する経済的主体に対して現れる市場，またはそこ
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に並んでいる様々な商品は，経済的主体にとっては
自己の未来に属することを意味します。既に購入さ
れて，自己の存在に属する有意味的なものとなった
かつての商品は，今は自己の存在に属し，それを媒
介にして自己のその都度の存在を構築することが出
来るものへと変貌しているのです。それ故に，それ
らの有意味的なものは自己の現在に属するのです。
ところが商品という，自己にとって自己の存在を超
越している存在者は，自己の現在に属さず，それは
自己の未来に属することになります。それら商品は
今は自己の存在には属さず，未来において自己の存
在に属します。既に述べたように，そのように自己
の現在に属さない商品と呼ばれるものは，その全て
を自己の存在に属するものへと変貌させることは不
可能であるが故に，永遠に未来に属するということ
になります。
それらの全てを自己の存在に属させることは不可能
ですから，それらは永遠に自己の存在にとっては異
邦人である未来に存在するのです。
２）商品と有意味的なもの
経済的行為は，それ以外の行為と同様に未来を志
向します。つまり私達人間存在のあらゆる存在構築
は未来において何かを為すためであると言えます。
例えば机の上に置いてあるコーヒーカップを取っ
て，それにコーヒーを入れようとする行為は未来に
おいて，（と言ってもその未来とはすぐ近い未来で
すが）コーヒーを飲もうとするための，あるいはコー
ヒーを飲むという存在を近々の未来において構築し
ようとする試みです。
または夕食を準備するという主婦の行為も，その
日の夜に家族と共に夕食を食べるという在り方を構
築するために他なりません。このように私達の存在
構築の運動は未来へ向かっての存在構築であると言
えます。そうした中で経済的行為，あるいは経済的
存在の構築はどうでしょうか。経済的行為の特徴
は，既に述べたように，貨幣を使用すること，つま
り貨幣というメタ商品，メタ有意味的なものを媒介
とするところに特徴が在ります。そしてそうした貨
幣を使用することを特徴とする行為，存在構築は商
品を購入する場合と，逆に商品を生産し，販売する
場合とが在ります。両者共に貨幣が絡んで来ます。
そして両者とも未来へ向かっての現在の再生産であ
ると言えます。何らかの商品を購入するという経済
的行為に関しては既に述べたのですが，商品を生産
し，販売する場合も同様のことが言えます。何らか
の商品を生産し，販売するという経済的行為の場合
もやはり未来へ向かっての現在の再生産であり，す
なわちそのように生産された商品を販売することに
よって利潤を，つまり貨幣を獲得することは自己と
家族の生活の再生産のためです。
そのように貨幣を消費のための手段とするにして
も，逆に商品を生産し，販売することによる貨幣の
獲得としての手段とする場合でも，そうした経済的
行為は現在を乗り越えることを目指していると言え
ます。現在を乗り越えるということはどのような意
味でしょう。私達は現在という時間形式の中にその
存在の場を得ています。現在こそがあらゆる存在す
るものが存在する時間的場に他なりません。そうし
た現在を乗り越えるとはどのようなことでしょう。
そのことは別に現在よりも良い生活をするためと
いうような意味ではありません。そうではなくて，
私達が生きているということ，そのことが私達が人
生を歩んでいることへと通ずる訳ですが，そのこと
は常に現在を去るということを意味します。私達は
永遠に今という時間形式の中に留まることは出来ま
せん。私達は常に現在から脱して次の現在へと移行
しなければなりません。そのことが現在を乗り越え
るということの意味です。そのことは未来におい
て，私達が現在と同様に生活して行くこと，あるい
は生活して行かなければならないことを意味しま
す。そのために私達は経済的行為を為しているので
す。
既に述べたように，商品と有意味的なものは同じ
ではありません。商品は誰かによって貨幣と交換さ
れることによって，貨幣でその商品を購入した人に
とっての，つまりその人の存在に属する有意味的な
ものになります。そのようにして商品は誰かによっ
て貨幣と交換されることによって，大きく変貌を遂
げます。商品は，これも既に述べたことですが，未
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来に属します。商品が商品である限りは，それは誰
にも属さず，誰かによって貨幣と交換されるのを待
っています。ところが誰かがその商品を貨幣と交換
することによって，その商品は最早商品ではなく，
それを貨幣と交換した人の存在に属し，その人の存
在構築の契機となります。つまり商品は貨幣と交換
されることによって，経済の流通過程から退去しな
ければならないのです。そのことは未来に属してい
た商品が有意味的なものへと変貌して，現在へと到
来することを意味します。
すなわち有意味的なものは，商品と違って未来で
はなく，現在に属します。何故ならば，商品は有意
味的なものとして人間存在の存在契機になるため
に，いわば市場で待機している存在者であり，それ
故に人間存在にとってはそれは何時か有意味的なも
のとして自己の存在構築の媒介になるであろうもの
なのです。それに対して，その商品が貨幣と交換さ
れることにより，それを購入した人間存在の存在構
築の媒介になる有意味的なものへと変貌するという
ことは，それが現実的に人間存在の存在を支えてい
る限りにおいて，現在に属しているのです。
そのように，人間存在は常に貨幣というメタ商品
によって商品を有意味的なものへと変貌させ，その
ことによって商品は現実的に人間存在の存在を支え
る力になります。すなわち商品は商品であることを
止めて，有意味的なものという現実的な力となるの
です。そのことによって未来に属していた商品は，
直接的に人間存在の在り方に影響を与える有意味的
にものになるのですが，そのことは商品が未来から
現在へと到来することを意味します。
３）経済的行為は存在を延長させる
人間存在の根本的在り方は，様々な有意味的なも
のを介して自己の存在を構築するところに在り，そ
れの連続が人生であると言って良いでしょう。人間
存在が生きている限りは，有意味的なものを媒介に
した存在構築は終わらないのであり，生きている限
り，様々な有意味的なものを介した自己の多様な存
在構築は持続するのです。人間存在が様々なことを
為すこと，つまり様々な存在構築を為すということ
は，即人生を生きることであると言えます。生きる
ということは，何らかの有意味的なものへと関わっ
て，自己の存在の仕方を構築することであり，その
様式は世界を構成する有意味的なものの変化によっ
て様々に変貌します。そのことについても既に述べ
たので，ここで繰り返すことはしませんが，ただそ
のことと経済的行為との関連については言及しなけ
ればなりません。
これも既に何回も述べたことですが，経済的行為
は自己や自己を取り巻く生活，共同体，それから世
界等の再生産であると言えます。そしてそのように
して自己が存在する様々な場における有意味的なも
のを経済的行為を通して再生産することは，自己の
存在を延長することへと繋がります。生きている限
り，自己自身の再生産，自己の日常性の再生産，自
己が属する共同体の再生産，世界の再生産は続けら
れるのであり，それが何らかの理由によって止まる
ならば，自己ばかりでなく，多くの他者存在の存続
が危ぶまれます。有意味的なものを，経済的行為を
通して購入することによって，自己の，自己の日常
の，共同体の，そして世界の再生産を為すことが自
己の存在を未来へと延長させることに繋がる訳で
す。自己の存在は，様々な有意味的なものによって
支えられているのであり，そのことによって私達は
多様な在り方を構築することが出来るのであり，ま
た自己の存在を未来へと継続させることも出来るの
です。
経済的行為と言っても多様であり，先に述べたよ
うに，貨幣を媒介にした存在構築を，ここでは経済
的行為とします。それは生産，販売，輸出，輸入，
消費等々多様です。そうした貨幣を媒介とした多様
な経済的行為を人間存在は日常的に為しているので
すが，そうした経済的行為の目的は，一人一人の人
間存在の存在を未来へと延長させることに在るので
す。一人一人の人間存在は，そのようにして常に自
己を，自己の日常性を，自己が属する共同体を，そ
して世界を未来へと延長させるためにそのような多
様な経済的行為を為すのです。
竹原 弘
―６８―
